
　
　
　
　

　
　
　

　 　 　 　 　　 　 　
　

　

か
わ
ら
版

　
里
見
小
は
各
区
の
区
長
さ
ん
を
始

め
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
達
に
よ
っ

て
登
下
校
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護

者
も
、
車
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
付
け
、
下

校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
の
犯
罪
被
害
が
登
下
校
時
に
多
い
こ
と
か
ら
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
単
P

に
お
け
る
「
安
全
防
犯
の
対
策
」
の
現
状
に
つ
い
て
、
特
に
登
下
校
時
の
様
子
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
単
P
ご
と
に
活
動
内
容
は
様
々
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
近
く
の
情
報
委
員
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
特
　
集

　
〜
単
Ｐ
に
お
け
る

　
　
「
安
全
防
犯
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
現
状
〜

　
久
留
馬
小
で
は
、
登
校
時
に
旗
振
り
を

下
校
時
に
は
保
護
者
の
方
々
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
方
々
に
も
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
付
け
て

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
協
力
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

里見小　下校のようす

　
下
里
見
小
で
は
、
児
童
の
下
校
時
間
に

合
わ
せ
て
、
校
区
を
二
分
割
し
全
家
庭
に

よ
る
当
番
制
で
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
を

車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
保
護
者
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　　
宮
沢
小
で
は
、
登
校
時
に
当
番
制
に

よ
る
旗
振
り
を
行
っ
て
お
り
、
集
団
登

下
校
に
務
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
車

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
予
定
で
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
中
で
す
。

　

車郷小

　
校
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
地
区
安
全

マ
ッ
プ
を
元
に
集
団
登
校
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
 
月
に
一
度
集
団
下

校
も
行
い
緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
防
犯
対
策
と
し
て
、
登
校
時
、
交

差
点
付
近
と
横
断
歩
道
の
旗
ふ
り
、
車
で

の
パ
ト
ロ
ー
ル
。
下
校
時
、
徒
歩
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
。
又
、
地
域
住
民
の
方
に
な
る

べ
く
外
に
出
て
（
畑
仕
事
、
犬
の
散
歩
な

ど
）
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く

様
、
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
安
全
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る

豊
岡
小
で
は
登
校
時
の
要
所
で
の
旗
振

り
、
登
下
校
時
の
地
域
ぐ
る
み
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
自
家
用
車
に
「
パ
ト
ロ
ー
ル

中
」
の
プ
レ
ー
ト
、
緊
急
時
に
児
童
が
逃

げ
込
め
る
よ
う
店
舗
な
ど
に
協
力
を
要
請

し
て
い
る
。

　
榛
名
中
で
は
、
校
区
が
広
範
囲
な
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
安
全
に
下

校
で
き
る
よ
う
、
年
二
回
、
各
学
年
の
学

級
委
員
と
教
職
員
が
協
力
し
て
、
校
区
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
元
気
な
挨
拶
』
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

箕
郷
中
で
は
、
朝
の
交
通
指
導

(

月
二

回

)

、
町
内
お
祭
り
パ
ト
ロ
ー
ル

(

年
三

回

)

、
放
課
後
パ
ト
ロ
ー
ル

(

適
宜

)

を

教
職
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　
八
幡
中
の
主
な
防
犯
対
策
の
一
つ

は
、
夏
季
休
業
中
に
一
家
庭
に
つ
き
一

回
の
参
加
協
力
を
依
頼
し
十
人
ぐ
ら
い

の
割
り
当
て
で
校
区
内
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
倉
淵
川
浦
小

）

（
倉
淵
中
央
小

）

　
地
域
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
交
通
指
導
員
、
寿
会
、
近
隣

の
方
々
に
登
校
時
バ
ス
の
乗
車
ま
で
付
き

添
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
下
校
時
に
一
緒

に
歩
い
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
主
に
、
校
外
委
員
さ
ん
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
、
下
校
調
査
を
行

い
、
ま
た
、
カ
ン
ガ
ル
ー
隊
や
安
全
の

家
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
自
発

的
な
登
下
校
時
の
付
き
添
い
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
健
全
育
成
委
員
会
に
て
校
区
内
を
広
報

車
に
て
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
及
び
下
校
指

導
を
実
施
。
ま
た
、
特
別
補
導
委
員
会
に

て
毎
週
土
曜
夜
、
夏
冬
休
み
は
毎
日
、
校

区
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
中
室
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
中
と
い
う

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
り
、
希
望

者
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
八
幡
小
で
は
、
保
護
者
が
交
代
制
で
、

下
校
時
に
黄
色
い
腕
章
を
付
け
て
通
学
路

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
の
方
に
も
、
散
歩
、
外
出
時
に
腕

章
・
帽
子
を
付
け
て
歩
い
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

歩道スペースせまいです、気をつけて！

要所にたって安全確保（八幡小）

　
高
崎
市
で
は

、
子
ど
も
た
ち
が
危
険

を
感
じ
た
と
き
緊
急
避
難
場
所
に
な

っ

て
く
れ
る
家
や
店
を
プ
レ
ー
ト
や
ス

テ

ッ
カ
ー
で
表
し
て
い
ま
す

。
そ
の
他

に
も

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家

」
や

「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家

」
な
ど
が
あ

り
ま
す

。

　
地
域
に
よ

っ
て
は
以
前
作
成
し
た

マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で

、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い

。

　
子
ど
も
を
守
る
家
・
守
る
店

　
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
は

、
家
庭
や
子
ど
も
自
身
が
注
意
す
る
だ

け
で
な
く

、
地
域
の
役
割
が
大
切
で
す

。
犯
罪

を
発
生
さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
高

崎
市
で
は

、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
守

ろ
う
と
各
地
域
で
の
地
域
安
全
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
を
始
め

、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す

。

　
ま
た

、
防
犯
協
会
や
補
導
員
が
区
長
会
や
警

察
と
協
力
し

、
保
育
園
や
幼
稚
園

、
小
学
校
な

ど
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

、
防
犯
意
識
の
啓

発
を
行
う
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

。

　　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
崎
市
H
P
よ
り
文
章
抜
粋

）

無関心ではいけ
ないんだね！

下里見小宮沢小箕郷東小豊岡小榛名中鼻高小

　
私
た
ち
、
鼻
高
小
学
校
で
は
安
全
防
犯

対
策
と
し
て
危
険
地
区
の
安
全
マ
ッ
プ
を

配
布
し
た
り
、
登
下
校
時
に
は
集
団
登
校

を
組
み
下
校
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
住
民

の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
犬
の
散
歩
時

な
ど
注
意
を
は
ら
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
に
見
守
ら
れ
安
心
し
て
い

ま
す
。

箕郷中八幡中倉渕東小箕輪小八幡小

豊岡中中室田小 里見小久留馬小 西部小

　
西
部
小
で
は
、
集
団
登
校
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
登
校
時
は
保
護
者
が
旗

振
り
を
し
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
通
学
路
を
見
回
り
、

危
険
な
場
所
に
は
立
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
」

下室田小

　
下
室
田
小
学
校
区
で
は
、
今

後
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
子
ど
も
育
成
会

を
中
心
と
し
て
、
特
に
下
校
時

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
班
編
制

を
組
織
し
て
実
施
す
る
計
画
で

い
ま
す
。



　

ブロック長 書　記

第１ブロック
佐藤隆光 吉澤真理子 濱野諭

宮沢小 豊岡中 豊岡小

第２ブロック
石坂みゆき 矢崎美幸 田中光男

群馬中央中 金古小 群馬南中

第３ブロック
竹内克敏 風間隆之 嶋田幸久

城東小 高松中 南小

第４ブロック
高野敦 大原修司 池野枝子

佐野中 新町第一小 滝川小

（敬称略）

○講演に対する感想　◎他校の方に質問→質問に対し提案など
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～６校合同ＰＴＡセミナー～
「悩む十代、心の病」

～その時、あなたは何ができますか～

編
集
後
記

市Ｐ連　ホームページ　http//ｗｗｗ．takasaki-pta-net.com/

  
今
年
度
、
第
一
回
目
の
単
Ｐ
会
長
合
同
研

修
会
・
懇
親
会
が
、
六
月
二
十
七
日
（
金

)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
を
取
り
巻
く
犯
罪
の
現
状
と
対

策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
高
崎
警
察
署
　
生

活
安
全
課
 
星
野
　
修
様
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
の
県
内
で
の
犯
罪
発
生
状
況

は
、
平
成
十
六
年
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は
減
少

傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
を
含
む
学
校
関
係
団

体
の
積
極
的
、
か
つ
継
続
的
な
防
犯
活
動

が
、
犯
罪
を
未
然
に
防
い
で
い
る
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。

　　　高崎市教育委員会
　 　　社  会  教
　  　 〒370-8501
　 　高崎市高松町35
 　　 TEL.027-321-1295
                       

  育  課

番地１

 　(直通）

 合 会
生徒３００４５人
情報委員会
高崎市Ｐ連

　　高崎市小中養護学校
         Ｐ Ｔ Ａ 連
　　　児童・
　　  編　集　
　    発　行　

「
青
少
年
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
　
犯
罪
の
現
状
と
対
策

」

　
子
ど
も
達
が
待
ち
か
ね
て
い
た
夏

休
み
が
目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

海
や
山
、

海
外
旅
行
な
ど
レ
ジ
ャ
ー

の
計
画
を
立
て
、

話
し
合
い
を
し
て

い
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
親
と
し
て
み
る
と
そ
れ
な
り
の
負

担
が
あ
り
、

大
変
な
事
も
あ
り
ま
す

が
、

子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
で
あ
れ

ば
頑
張
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
ね
。

　
レ
ジ
ャ
ー

の
形
態
が
多
様
化
す
る

昨
今
、

思
わ
ぬ
所
に
危
険
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
柄
、

水
の
事
故
の
怖
さ
は
身
に
し
み
て
分

か
っ
て
い
る
の
で
、

十
分
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
達
の
成
長
、

つ
ま
り
“
生

き
る
力
”
を
養
う
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ

る
夏
休
み
で
す
の
で
、

有
効
に
活
用

し
た
い
も
の
で
す
。

　
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
全
員
の
協
力
に
よ

り
、

か
わ
ら
版
第
二
号
が
発
行
で
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

第
三
号
秋
号
は
第
四
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
第
一
ブ
ロ
ッ

ク
編
集
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　   登録はお済みですか？

　　　　　　　　　　　　　～携帯メール連絡網～

　　　　　　　　　　　　　　 『携帯メール連絡網とは』
　携帯電話のメール機能を使って、学校からの緊急連絡情報等を保護者へ伝えるも
のです。情報を正確に遅滞なく一斉に伝達できるメリットがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『具体的な配信内容は』
　行事日程などの変更、学級閉鎖、台風や事件発生に伴う緊急帰宅、その他の緊急
情報など、従来は電話連絡網によってお知らせしていた情報を配信します。
　登録していただいた個人情報は（メールアドレス）は、漏えい等のないよう高崎市が
責任を持って一括管理します。ご安心ください。
　登録がお済でない方は是非よろしくお願い致します。登録は随時受け付けておりま
す。 各学校へお問い合せください。

単
Ｐ
会
長
合
同
研
修
会

　
子
ど
も
達
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
単
Ｐ
の
皆
さ
ま
に

は
、
防
犯
活
動
へ
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
講
演
会
後
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恒

例
の
全
単
Ｐ
会
長
に
よ
る
自
己
紹
介
を
兼
ね
た

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

 
個
性
豊
か
に
、
熱
い
思
い
の
伝
わ
る
お
言
葉

を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
会

い
た
だ
い
た
単
Ｐ
会
長
の
尽
き
ぬ
会
話
で
各

テ
ー
ブ
ル
は
賑
や
か
な
う
ち
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
Ｐ
連
　
後
閑
）

於：高崎ホワイトイン

情報委員会の４ブロック長・書記さんが決まりました♪

かわら版発行へ向けてよろしくおねがいします！

単
Ｐ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

かわら版次回発行は１０月２５日、第４ブロック担当です

　全体会講演「子どもにとって母親とは」　市教育委員会社会教育課　古井戸昌治先生
　講師自己紹介の後、参加体験型講演会と銘打たれ、「まずは、アイスブレイク！」と、参加者全員によ
るハイタッチ。さらに、フラッシュカードを用いてのアンケート、アサーション度チェック、誕生星座別の席
替えなど、気が付けば、会場の皆もすっかり打ち解け、和やかな雰囲気に。
　子どもに向き合うということは、どれだけ普段からのコミュニケーションがとれ、それにより、親としての経
験や意見を押し付けず、いかに子供の気持ちを考えて行動できるかにかかっている。良く聞き、比べ
ず、ほめ、信じる。家族で協力し合うことはもちろん、地域、学校、専門機関など、様々なサポートを活用
することも大切。最後に『子どもが育つ魔法の言葉』（ドロシー・ロー・ノルト、レイチャルス・ハリス著）を紹
介。（上村）

　
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
単
Ｐ
で
取
組
ん
で
い
る
ユ

ニ
ー
ク
な
行
事
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
近
く
の
情
報

委
員
ま
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　   日　時　　２０年９月６日（土）　　   受 付 　１３：３０～
　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　 　    講 演   １４：００～１６：００
　　   会　場     高崎市立豊岡中学校　体育館
　
　  　 講  師     NPO法人　長野県カウンセラー協会　理事長
　　　　　   　　　松本　文男　氏
　
　  　※　当日は各自スリッパをご持参ください
　  　　　 駐車場スペースの都合上、お車は乗り合いにてお願いいたします
　  　　 その他　ご不明の点がございましたら下記までお問い合せください
　　　　           豊岡中学校　教頭　清水　　ＴＥＬ　０２７－３２２－２２１５
                                                           ＦＡＸ  ０２７－２２８－２２７９

６校合同ＰＴＡセミナー・・・豊岡中、豊岡小、鼻高小、八幡中、八幡小、西部小の六校で構成される

年一回のＰＴＡ行事です。地域の諸団体と連携し様々なセミナーを開催しています

たかさき安心ほっとメー
ルに次ぐ第二弾！

　　　　第２回母親委員会全体会
日時：７月８日（火）　　１０：００～１２：００
場所：全体会-高崎市中央公民館、視聴覚室
　　　　分散会-視聴覚室、第１・第２集会室、第３学習室
司会：第１ブロック副委員長　山口由紀子（豊岡中）
書記：第１ブロック書記　　　　上村奈保子（箕郷中）

母
親
タ
イ
ム
ス

　
講
演
を
聴
い
て
　
鈴
木
京
子

（
西
小

）

　

昨
今

、
家
族
内
で
の
殺
人
事
件
等
が
多
発

し

、
地
域
の
つ
な
が
り
の
み
な
ら
ず

、
家
族
内

で
の
つ
な
が
り
ま
で
も
が
極
め
て
希
薄
な
世
の

中
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す

。
そ
ん
な
中

、
家

族

、
親
子
の
あ
り
方
の
基
本
と
も
い
え
る
講
演

会
で
し
た

。
講
演
は

、
私
も
初
体
験
の
参
加
体

験
型
で

、
す

っ
か
り
古
井
戸
先
生
の
ペ
ー
ス
に

巻
き
込
ま
れ

、
楽
し
く
興
味
深
く
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

。

「
子
ど
も
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
戦
わ
な
い

」
「
よ

く
話
し
を
聞
く

」
「
比
べ
な
い

」
「
ほ
め
る

」

「
信
じ
る

」
「
子
ど
も
の
目
線
で
考
え
る

」
ど

れ
も
頭
で
は
大
切
な
事
と
わ
か

っ
て
い
て
も

、

日
常
の
忙
し
さ
に
流
さ
れ

、
本
来
母
親
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
を
見
失
い
が
ち
で
す

。
し
か
し
講

演
を
聴
け
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で

、
ま
た
改
め

て
母
親
と
し
て
の
自
覚

、
母
親
と
し
て
大
切
な

事
は
何
か
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た

。

　
急
に
全
部
を
改
善
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

で
す

。
で
も

、
一
つ
ず
つ
一
歩
一
歩

、
子
供
と

共
に
成
長
で
き
た
ら
い
い
な
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た

。

○子どもとの約束ごと　うそをつかない。時間を守る｡何でも話す。上履きを自分で
洗う｡食事の支度を手伝う｡食事中テレビを見ない。携帯の使い方、ルール決め。
夜勤のある仕事なので、子ども３人と交換日記をしている。　など。
◎母親セミナーの予算が少なく、参加人数も少ない→母親向けにウォーキングや
フラワーアレンジメントなどのセミナーは好評。親子参加の企画はどうか。

第２　司会：片平久美子副委員長（群馬南中）　書記：鈴木京子書記（西小）

分散会のようす（第２ブロック）

○反抗期な

がある。
◎門限を
で、「

ので講演内容は参考になった○子ども全員としっかり向き合い、もっと
良く話したい○会話は多い家庭だとは思うが、自分の価値観を押し付けてしまう時

もっと余裕をもって子どもと向き合いたい｡　など。
守れない→守れなかったとき、頭から怒らず、子どもの事情を聞いたうえ

電話をするなど出来たでしょう」と諭す。

第１　司会：山口由紀子副委員長（豊岡中）　書記：上村奈保子書記（箕郷中）

○普通にできる事をほめてあげることの大切さを実感○相談ごとはプロの助けをか
りることも悪いことではないと知り、気持ちが楽になった○お話にあったように３人兄
弟の２番目がさびしい思いをしないように心がけたい○子どもに対して「ごめんね」
「ありがとう」が言えていないことに気付いた○帰って来た子どもの話を１０分間聞く
よう努力している。今ではいろいろな話をしてくれる。

第４　司会：諸岡香苗市Ｐ連副会長（佐野小）　書記：川端福子書記（新町中）

○参加型の講演会は楽しく、体ごと受け止められた○大きくなるにつれ褒めること
が少なくなっている。気をつけてコミュニケーションをとっていきたい｡
◎役員をすることで子どもが犠牲になることがあるのでは…→発想を変えて、逆に
子どもが成長できる部分があることを考えてみては。子どもを人に預けることでコ
ミュニケーションもはかれる。など。

第３　司会：小椋里香副委員長（第一中）　書記：伊藤里香書記（中央小）

ブロック別分散会 各ブロックとも講演感想をはじめ、活発な意見交換がされました。

地域のパトロール活動は犯罪防止に非常に有効です。しかし、けっして油断できませ
ん！統計に基づいた貴重なお話でした

安
全
・
防
犯
に
関
し
て

は
研
修
委
員
会
で
も
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
！


